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写真や図を中心にみる

琉球の農作物主要病害虫 (川
病 害

そ薬類 の苗 の立枯 病 (コーティシウム ソラナイによる)

宿主 .'160種類あまりの植物をおかし､ナス科のジ

1･ガイモ､ナス､タバコ､マメ科のインゲンマメ､な

どには甚だしく発生 し､アブラナ科のタイサイ､-ク

サイ､ダイコンなどにもよく発生する｡

発生 ここの菌は､琉球の気候 に適 し､一一年中発生する

ことができる｡とくに幼苗の時期 には多 くみられる｡

病徴 :茎の地際部 に発生 し､は じめかっ色の病斑が茎

を岡み､その部分はあとで軟かくなってくびれ､そこ

から折れ曲 り､ しまLlには､しお1-Lて枯れてしまう｡

病菌 :この病菌は､主 として菌糸によって繁殖 し､伝

姓するが､暑いときには､まれに担胞子 をつ くり､ま

た､増養すると粗面の菌核 をつくる｡菌糸は､は じめ

は無色であるが､の ちには字L5色になる｡分岐部 は細 く

くびれて息角に分岐1る｡菌糸の幅は､8-12ミク

ロンである｡

防除 二

1.発JJjLたら､直 ちに400倍のウスプルンで､地

際部 と⊥壌表面 を消毒する｡

1.碓 まき後 2-3棄期 まで､500倍のオーソサイ

ドを畑今面に散和する｡

I.脚 J.i-のはげ しい苗畑は､種 まき2-3週間前に､

クロルピクリンで消毒する｡

1.排水と風通 しをよくする｡
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写真説明

1.立梅病にかかった幼いダイコン

2･立格病菌におかされたダイコンの種子から伸びた菌糸体

3･正格病菌の菌糸体 (150倍で写した)



).苗は､厳選 して無病のものを栽植する｡

ナス綿疫病

宿主:ナス､ トマ ト､キウリ､スイカ､カボチャ､ヘ

チマ､ソラマメ､ゴマ､カーネーション､キンギョソ

ウ､パ′マイヤなどに発生するO

発生:rtlLjの多い時期 に発生する｡

病徴:ナスでは､主 として果実に発生するが､苗 にも

則 '.するO 果実には､はじめ純色flJ形の病31ができ､

これはのt,次第に広がる｡その内部 は､快かく腐れ､

i.Huil真が.1:.,;日れば表面に白色の綿毛のような菌糸ができ

るolII.i'1-日二かかった果実は､落 ちやすい｡

病菌:JJ'dl-のうは卵円形で､長 さは 18-76ミクロ

ンで､幅は15-60ミクロン｡頂端に乳首のような

突起があり､発芽は主に数個 から40個余 りの併走子

を出して稚芽する｡潰走子は卵形 で､大 きさは 11-

)4×6-8ミクロン｡この病菌の発育の最適温度は､

30CoでJ)る｡

防除:

卜 しき‡.‡をして､果実に土中または水中の病菌がっ

かか ､ようにする｡

卜病気にかかった果実は､みつけ次第 とり去 って土

中に深く埋める｡

1.辿作をさける｡

I.排水をよくする｡

I.ボルドー液を散布する｡

1･オーソサイドを散布する｡

(田 盛 正 雄)
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写真説明

4,綿疫病にかかったナスの果実

5,ナス綿疫菌の帽子のう (150倍で写した)

6,ナス綿疫病菌の溝走子 (150倍で写した)
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